


















と、高久健二 (2000)をもとに 表l 明鮮半品と日本列島の併ー行関係 1"'H~OIO. 而久2削0 1: 1) 1'f，'') 
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阿 9 {~-Jよ・緑色凝，;I({':-製作一l三の製作技法と工程(応瀬:ZOO~ に加1'0
片面穿孔は、この時期から増加し始めるようである。
ところで、弥生時代終末期には、北部九州、|での菩提・滝ケ原産の碧玉は小量で、はあるが再度流通す










前4'"'-'2世紀頃のKhaoSam Kaeo遺跡で製作されており、そこから 150km程北に位置する BanDon
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で水晶製玉類が出現するのは、 1tJ.，I;1 1f~'，I;11 品惜(的r;)o;6Jf附 穿寸1.6J11f¥' 最終日日許




















































































































1. a桁洞 l分t.(I t世紀初頭) 1.金海良湖旦 162~安芸(原三国時代後期末~晩期) 5.前山下袋1H会基(原三国時代晩期)
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